
１．平成22年12月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）当社は、当連結会計年度から決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しており、平成22年12月期は決算期変
更の経過期間となることから、22年12月期第１四半期につきましては、日本の連結グループ会社は３ヵ月（平成22
年４月１日～平成22年６月30日）、海外連結グループ会社は６ヵ月（平成22年１月１日～平成22年６月30日）を連
結する変則的決算となっております。したがって、対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第１四半期  2,411  －  247  －  265  －  201  －

22年３月期第１四半期  1,602  △26.7  66  △76.9  25  △92.1  5  △97.5

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第１四半期  29  91  －

22年３月期第１四半期  0  76  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第１四半期  7,567 6,572  86.9  973  73

22年３月期  7,792  6,576  84.4  974  32

（参考）自己資本 22年12月期第１四半期 6,572百万円 22年３月期 6,576百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 7 00 ―  13  00 20 00

22年12月期 ― 

22年12月期（予想） 13 00 ―  8  00 21 00



３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成22年12月31日） 

（注）１.当四半期における業績予想の修正有無：無 

２.当社は、当連結会計年度から決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しており、平成22年12月期は決算

期変更の経過期間となることから、通期については、日本の連結グループ会社は９ヵ月（平成22年４月１日～平成

22年12月31日）、海外連結グループ会社は従来どおり12ヵ月（平成22年１月１日～平成22年12月31日）を連結した

予想数値を記載しております。また、第２四半期連結累計期間につきましても、日本の連結グループ会社は６ヵ月

（平成22年４月１日～平成22年９月30日）、海外の連結グループ会社は９ヵ月（平成22年１月１日～平成22年９月

30日）の決算数値を連結する変則的決算となることから、対前期増減率及び対前年同四半期増減率は記載しており

ません。 

  

４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規        社 （社名）                        、除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

（※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

（※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

 上記の業績予想は、慎重に策定しましたが、当社で現在入手可能な情報から得られたものを前提に策定しており、

リスクや不確定要素が含まれております。実際は、さまざまな要因の変化から、予想とは大きく異なる結果となる可

能性があることをご承知おきください。 

  

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  4,560  －  470  －  490  －  340  －  50  37

通期  6,600  －  740  －  760  －  510  －  75  56

－ －

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期１Ｑ 7,028,060株 22年３月期 7,028,060株

②  期末自己株式数 22年12月期１Ｑ 278,211株 22年３月期 278,211株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期１Ｑ 6,749,849株 22年３月期１Ｑ 6,749,939株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当社グループをとりまく経済環境は、中国を中心としたアジアでは経済が引き続き順調であったものの、欧州で

は財政危機、金融システム不安などにより回復テンポが遅いなど、地域によりばらつきが見られ、全体的には弱い

回復基調で推移しました。 

 このような状況下、当社の業績は改善傾向となり、売上高 百万円、営業利益 百万円、経常利益 百万

円、四半期純利益 百万円となりました。  

 主な地域別業績は次のとおりです。 

（日本）  

 国内売上高（4～6月）は981百万円と前年同期比増加に転じたことから、セグメント営業利益は102百万円となり

ました。   

（米国）  

 売上高は前半（1～3月）が177百万円、後半（4～6月）が167百万円、計344百万円、セグメント営業利益も14百

万円と前年の営業損失状態から大幅な改善となりました。  

（韓国）  

 売上高は前半（1～3月）が226百万円、後半（4～6月）が201百万円、計427百万円、セグメント営業利益は55百

万円となり、業績は好調に推移しました。  

（中国）  

 中国内での販売増加や日本からの生産移管による工場の稼働率アップなどにより業績は順調に推移しました。  

売上高は前半（1～3月）が137百万円、後半（4～6月）が148百万円、計285百万円、セグメント営業利益は78百万

円となりました。   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末における財政状態につきましては、資産合計が 百万円となりました。前期末に比しては売

掛債権が減少いたしました。負債合計は前期末に比して、未払法人税等と賞与引当金の減少により 百万円とな

りました。純資産合計につきましては、利益計上と同時に期末配当金による支出もあり著しい増減はありませんで

した。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期の実績は、ほぼ予想どおりであり、現時点では第２四半期（累計）及び通期の業績予想の修正はあ

りません。更に、平成23年12月期第２四半期（累計）業績予想につきましても修正はありません。 

 なお、平成23年12月期第２四半期（累計）の業績予想は以下のとおりです。 

 売上高 4,200百万円 営業利益 560百万円 経常利益 560百万円 当期純利益 370百万円 

 １株当たり当期純利益 54円81銭  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要  

①簡便な会計処理 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末に

おいて算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

②特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

2,411 247 265

201

7,567

994

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計基準等の改正に伴う変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。  

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

②①以外の変更 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

連結決算日に関する事項の変更 

 当社は、当連結会計年度から決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しており、当連結会計年度は決算

期変更の経過期間となることから、当第１四半期連結累計期間につきましては、日本の連結グループ会社は３ヵ

月（平成22年４月１日～平成22年６月30日）、海外連結グループ会社は６ヵ月（平成22年１月１日～平成22年６

月30日）を連結する変則的決算となっております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,268,816 3,388,168

受取手形及び売掛金 887,910 1,124,742

商品及び製品 930,588 795,124

仕掛品 73,975 22,631

原材料及び貯蔵品 146,211 112,524

その他 360,513 391,945

貸倒引当金 △3,400 △6,712

流動資産合計 5,664,616 5,828,424

固定資産   

有形固定資産   

土地 759,675 766,564

その他 2,005,517 2,030,779

減価償却累計額 △1,588,201 △1,601,481

有形固定資産合計 1,176,991 1,195,862

無形固定資産 6,102 5,921

投資その他の資産 719,779 761,926

固定資産合計 1,902,874 1,963,711

資産合計 7,567,490 7,792,136

負債の部   

流動負債   

買掛金 499,077 583,593

未払法人税等 59,331 137,455

賞与引当金 68,597 113,461

役員賞与引当金 1,560 8,841

その他 198,712 177,475

流動負債合計 827,278 1,020,827

固定負債   

退職給付引当金 2,044 31,515

役員退職慰労引当金 75,942 76,076

その他 89,702 87,202

固定負債合計 167,689 194,793

負債合計 994,968 1,215,621

カナレ電気㈱（5819）平成22年12月期　第１四半期決算短信

－ 4 －



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,047,542 1,047,542

資本剰余金 1,175,210 1,175,210

利益剰余金 5,496,867 5,382,744

自己株式 △335,031 △335,031

株主資本合計 7,384,589 7,270,466

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △22,257 1,574

土地再評価差額金 △371,051 △371,051

為替換算調整勘定 △418,758 △324,475

評価・換算差額等合計 △812,067 △693,952

純資産合計 6,572,522 6,576,514

負債純資産合計 7,567,490 7,792,136
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,602,390 2,411,540

売上原価 1,027,103 1,553,877

売上総利益 575,286 857,663

販売費及び一般管理費 509,030 610,273

営業利益 66,256 247,389

営業外収益   

受取利息 5,771 8,652

受取配当金 225 2,626

為替差益 － 3,306

不動産賃貸料 1,551 3,320

その他 1,839 4,482

営業外収益合計 9,388 22,388

営業外費用   

支払利息 221 104

為替差損 47,137 －

不動産賃貸原価 802 1,503

投資事業組合運用損 － 2,028

その他 1,518 199

営業外費用合計 49,680 3,835

経常利益 25,964 265,942

特別利益   

固定資産売却益 1,041 228

助成金収入 － 34,620

特別利益合計 1,041 34,848

特別損失   

固定資産売却損 136 3

固定資産除却損 35 1,185

特別損失合計 171 1,189

税金等調整前四半期純利益 26,834 299,602

法人税、住民税及び事業税 577 60,233

法人税等調整額 21,137 37,498

法人税等合計 21,715 97,731

少数株主損益調整前四半期純利益 － 201,871

四半期純利益 5,118 201,871
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社及び連結子会社は、「放送・通信用ケーブル・ハーネス・コネクタ・機器（パッシブ・電子）及びその付

帯器具の製造、販売業務」の単一セグメントであるため、該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕   

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  

（注）１．当社及び連結子会社が存在する国又は地域により区分けしております。 

２．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は184,956千円であり、その主なも

のは、当社管理部門等に係る費用及び研究開発費であります。  

 ＜追加情報＞ 

  当第１四半期連結累計期間より、Canare Singapore Private Ltd.を重要性が増したため連結範囲に含めた

ことに伴いシンガポールを区分表示しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
米国

（千円） 
韓国

（千円） 
中国

（千円） 
台湾

（千円） 
シンガポール 
（千円） 

欧州
（千円） 

売上高               

（1）外部顧客に対する売上高  971,322 170,047 186,370 98,103  21,703  85,295 69,546

（2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 339,463 － － 123,046  －  － －

  計  1,310,786 170,047 186,370 221,149  21,703  85,295 69,546

 営業利益(又は営業損失)  226,491 △14,897 △26,763 16,593  735  11,521 △535

  
計 

（千円） 
消去又は全社
（千円） 

連結
（千円） 

  

売上高         

（1）外部顧客に対する売上高  1,602,390 － 1,602,390

（2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 462,510 (462,510) －

  計  2,064,900 (462,510) 1,602,390

 営業利益(又は営業損失)  213,147 (146,890) 66,256
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〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

（注）１．地域は地理的近接度により区分けしております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

（１）米州……………米国、カナダ、中南米諸国 

（２）アジア…………中国及び香港、韓国、シンガポール、タイ、インドネシア、台湾、インド等 

（３）欧州……………フランス、ロシア、イギリス、イタリア等 

（４）その他の地域…上記以外 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  ＜追加情報＞ 

前第１四半期連結累計期間において「その他の地域」に含めて表示していた「欧州」については、当第１四

半期連結累計期間において重要性が増したため、当該連結会計期間より区分表示しております。 

なお、前第１四半期連結累計期間の「その他の地域」に含まれる「欧州」の海外売上高は75,558千円であり

ます。 

  

  米州 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  176,990  404,660  73,273  47,835  702,760

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  1,602,390

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 11.0  25.3  4.6  3.0  43.9
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〔セグメント情報〕 

①報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は放送・通信用ケーブル・ハーネス・コネクタ・機器（パッシブ・電子）及びその付帯器具を製造、販売

しております。製造についてはカナレハーネス株式会社（日本）、Canare Electric Co.,（Shanghai）Ltd.（中

国）にその生産を委託しております。一方、販売については当社が国内を、Canare Corporation of America

（米国）が北米及びカナダへの販売を、Canare Corporation of Korea（韓国）が韓国への販売を、Canare 

Electric Corporation of Tianjin（中国）が香港及び中国への販売を、Canare Corporation of Taiwan（台

湾）が台湾への販売を、Canare Singapore Private Ltd.（シンガポール）がアジア地域（除く、中国・韓国・

台湾）及びインド等への販売を、Canare France S.A.S.（欧州）が欧州への販売を担当しております。  

 したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」「米

国」「韓国」「中国」「台湾」「シンガポール」「欧州」の７つを報告セグメントとしております。   

  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

                                         （単位：千円） 

  

  

  
報告セグメント

日本 米国 韓国 中国 台湾

売上高           

外部顧客への売上高 1,093,934 344,594 427,056  285,310 46,432

セグメント間の内部売上高
又は振替高 516,902 － －  330,006 －

  計 1,610,836 344,594 427,056  615,317 46,432

セグメント利益（営業利益） 102,007 14,341 55,580  78,188 4,252

  
報告セグメント

合計
シンガポール 欧州

売上高       

外部顧客への売上高 152,460 61,751 2,411,540

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － 846,909

  計 152,460 61,751 3,258,449

セグメント利益（営業利益） 23,510 1,540 279,421
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③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

                         （単位：千円） 

  

④報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

１．当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

２．連結決算日に関する事項の変更 

 当社は、当連結会計年度から決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しており、当連結会計年度は決

算期変更の経過期間となることから、当第１四半期連結累計期間につきましては、日本の連結グループ会社は

３ヵ月（平成22年４月１日～平成22年６月30日）、海外連結グループ会社は６ヵ月（平成22年１月１日～平成

22年６月30日）を連結する変則的決算となっております。  

  

〔海外売上高〕  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１．地域は地理的近接度により区分けしております。 

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

（１）米州……………米国、カナダ、中南米諸国 

（２）アジア…………中国及び香港、韓国、シンガポール、タイ、インドネシア、台湾、インド等 

（３）欧州……………フランス、ロシア、イギリス、イタリア等 

（４）その他の地域…上記以外 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

４．連結決算日に関する事項の変更 

 当社は、当連結会計年度から決算期を毎年３月31日から毎年12月31日に変更しており、当連結会計年度は

決算期変更の経過期間となることから、当第１四半期連結累計期間につきましては、日本の連結グループ会

社は３ヵ月（平成22年４月１日～平成22年６月30日）、海外連結グループ会社は６ヵ月（平成22年１月１日

～平成22年６月30日）を連結する変則的決算となっております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

利益 金額 

報告セグメント合計  279,421

セグメント間取引消去  △13,696

その他の調整額  △18,334

四半期連結損益計算書の営業利益 247,389

  米州 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  366,093  937,124  75,877  51,391  1,430,486

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  2,411,540

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 15.2  38.9  3.1  2.1  59.3

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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